
戦争によって⽣まれながら
苦難の⼈⽣を強いられた、

フィリピンと中国の残留邦⼈。
 

彼らに⽇本政府はどのように
救済の⼿を差し伸べるのか。

 
“⽇本という国の今”

を浮き彫りにする映画。
難⺠問題を

 

⽇本の問題と捉えてほしい
 

⾃分事として考えてほしい

本上映会は、このような想いを
持った成蹊⾼校⽣・⼤学⽣が

企画しました。

2つの国の残留邦⼈と⽇本政府の対応を描く作品を通して、同じように 
⾝を寄せることができる国を持たない「難⺠」の受け⼊れについて考えます。

WILL2LIVE�Cinema�Seikei

@Will2liveC_su�

Twitterをやっています。是⾮フォローを！�

３.１２(⼟)１３:００〜１５:３０��成蹊⼤学５号館１０２教室にて

UNHCR�WILL2LIVE�パートナーズ�

新型コロナウイルス感染症対策

および参加⼈数把握のため

こちらからお申し込みのうえ

ご参加ください！！

新型コロナウイルスの感染状況により延期・変更となる場合があります。

主催センターHPまたはTwitterをご確認ください。

主催�⇒成蹊学園サステナビリティ教育研究センター

���������������https://www.seikei.ac.jp/esd/

運営�⇒WILL2LIVE�Cinema�Seikei

後援�⇒国連UNHCR協会

問い合わせ⇒event-ercs@jc.seikei.ac.jp�

〜映画『日本人の忘れもの                

　　　　フィリピンと中国の残留邦人』を観て〜

日本の難民受け入れへの姿勢を考える


